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単著 2006年4月 奈良大学大学院年報
第11号

本稿では筆者はグループによ
る投影同一化という防衛機制
の理解に関する独自の論説を
提示している。その論説を例
示するために、トレーナーと
しての筆者が、投影同一の対
象になった事例を呈示し、対
象関係論、特にKleinとBionの
観点から考察している。

単著 2006年4月 奈良大学紀要第34号 本稿は、Bionに提唱された
「原子価」という概念に関す
るものである。ここでは、ま
ずこの概念を紹介し、筆者に
よる原子価の類型と親和性に
研究結果を記述し、原子価の
心理起因に関する理論を提案
している。

単著 2006年4月 プシコフィリア研究
第3号

本稿の主要なテーマは、筆者
の「マイナス原子価」理論で
ある。ここでは、筆者はマイ
ナス原子価を示しているある
クライアントの事例を呈示
し、その理論の妥当性に関す
る考察を提供している。

単著 2006年4月 日本集団精神療法学
会第２３大会

本演では、「原子価」や「マ
イナス原子価」の両概念と、
精神分析における対象関係論
特にKleinとBion諸理論との関
係を明確にすることと同時
に、精神分析における「原子
価」の位置づけについて論じ
ている。

共著 2005年3月 ハフシ研究室 これは、私の指導の下でゼミ
生が２００５年度に行った
「原子価」に関する実証的研
究を編集し、まとめた冊子で
ある。

共著 2006年4月 ハフシ研究室 これは、私の指導の下でゼミ
生が２００６年度に行った
「原子価」に関する実証的研
究を編集し、まとめた冊子で
ある。
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